
令和８年度 年間活動計画 
（ 生徒指導 ）委員会 

〇 委員長  倉橋 伸秀 （第二中）    副委員長   坂田 正治（城西中） 

 武  泰平（加茂中） 

〇 県公連委員  倉橋 伸秀（第二中）    武  泰平（加茂中） 
 坂田 正治（城西中）    高本 智義（上下中） 

１ 基本方針 

 『生徒の自己指導能力を高めるための発達支持的生徒指導の在り方について』 

－生徒指導上の諸課題の解決に向けて－ 

２ 重点目標 
「不登校及び SNS上のトラブル等に代表されるインターネット上の諸課題を改善していくための発
達支持的生徒指導」については、今後の経年変化等を調査し、検証していくことも含め、本年度も
引き続き取り組んでいきたい。昨年度提言させていただいたことの進捗状況を把握することも踏ま
えて、さらに生徒指導提要の改訂により、「させる」から「支える」生徒指導への転換、学習指導と
生徒指導の一体化、「チーム学校」による生徒指導体制の構築の３つの視点に基づいて、令和８年度
の重点目標を次のように設定した。 
生徒指導の実践上の４つの視点（自己存在感の感受、共感的な人間関係の育成、自己決定の場の

提供、安全・安心な風土の醸成）を生かし、生徒の自己指導能力を高め発達支持的生徒指導を推進
する。 
① 不登校に係る諸課題の現状分析・考察及び全ての生徒の社会的自立に向けた発達支持的生徒
指導 

② SNS上のトラブル等に代表されるインターネット上の諸課題を改善していくための発達支持
的生徒指導  

３ 活動内容 
① 「不登校に係る諸課題の現状分析・考察及び全ての生徒の社会的自立に向けた発達支持的生徒
指導（不登校グループ）」と「SNS 上のトラブル等に代表されるインターネット上の諸課題を改
善していくための発達支持的生徒指導（インターネットグループ）」の２つの研究グループを作
り、委員会所属の校長がそれぞれに分かれて調査・研究を実践する。 

② グループごとに質問紙調査を作成し、全校長に回答をいただき、結果について分析・考察を行
い、今後の課題を明らかにするとともに、研究・実践につながる提言をまとめる。また、効果的
な実践事例を紹介する。 

③ 生徒指導上の今日的課題についての研修（県教委、県立教育センター、関係諸機関等）を行う。 

４ 活動計画 

回 月 日 活  動  ・  研  修 

１ 
５月13日（水） 

10:30～ 

・前年度の活動報告、今年度の課題と方針 

・委員長、副委員長、県公連委員選出 

・活動方針、活動内容、活動計画の決定計画 

・研究集録の評価について→県教委指導講話 

・当面する課題についての情報交換 

２ 
６月19日（金） 

10:30～ 

  ・令和８年度の生徒指導アンケートの検討・精選 

・アンケートのグループリーダー決定 

３ 
８月26日（水） 

10:30～ 

 ・グループごとにアンケート結果の検証・分析 

 ・県教委職員の講話 

４ 
11月13日（金） 

10:30～ 

 ・研究収録の作成 

 ・R9提言の作成 

５ 
１月８日（金） 

10:30～ 

 ・研究収録の作成・データ完成 

 ・R9提言の作成・データ完成 

 


